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計画策定の趣旨

配偶者や交際相手からの暴力、いわゆるＤＶは、犯罪となる行為をも含む、個人の尊厳
を害する重大な人権侵害です。また、ＤＶは主に家庭内で行われるため被害が潜在化しやす
く、命に関わる重大なケースもあり、解決すべき喫緊の課題です。

福岡県ではこれまで、ＤＶが根絶された社会を目指して、ＤＶ防止に関する様々な施策に
取り組んできました。

これまでの取組の成果と課題を踏まえ、計画的に施策を推進するため、「第 4 次福岡県配
偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画」を策定しました。

施策体系

ＤＶ防止及び被害者の適切な支援を図るため、5 つの柱のもと、取り組みを進めます。

柱１　ＤＶ根絶のための啓発・教育の推進

柱２　誰もが安心して相談できる体制の充実

柱３　ＤＶ被害者の保護体制の充実と安全確保

柱４　被害者の自立のための支援

柱５　関係団体との連携

計画の性格

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第 2 条の 3 第 1 項に基づき
策定するものです。

併せて、「第 5 次福岡県男女共同参画計画」における「配偶者等からの暴力の防止及び被
害者支援」関連施策を重点的に推進するための計画に位置づけます。

計画の期間

令和 3（2021）年度から 7（2025）年度までの 5 年間です。

第4次福岡県配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する基本計画について

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク



ＤＶ（配偶者や交際相手からの暴力）とは

〇　ＤＶは、犯罪となる行為をも含む、重大な人権侵害です。

〇　本計画において「ＤＶ」とは、配偶者（事実婚を含む。）や配偶者であった者、
また生活の本拠を共にする交際相手からの暴力に加え、生活の本拠を共にしな
い交際相手からの暴力をいいます。

〇　「暴力」とは、殴る、蹴るなどの身体的なものだけではなく、次のような心
身に有害な影響を及ぼす言動をいいます。

　・精神的なもの（大声でどなる、無視する、行動を制限する、監視・束縛　など）
　・経済的なもの（生活費を渡さない、借金をさせる　など）
　・性的なもの（性行為の強要、避妊に協力しない　など）

家庭内で行われるため
外部からの発見が困難

暴力を振るう側に
罪の意識が薄い傾向

被害の潜在化・深刻化
暴力のエスカレート

命にかかわる
重大な事件に至る例も

〇　男女平等実現の大きな妨げとなっています。

〇　ＤＶは、優位な立場にある者が、弱い立場の者を、暴力を用いて「支配（コントロール）」
　するのが特徴です。

〇　ＤＶ被害者は、相談や逃げることをためらってしまう傾向にあります。
　　（理由）恐怖感、無力感、複雑な心理、子どもの問題、経済上の問題、失うもの など

男性優位の考え方
男女の経済的格差　など 多くの場合、被害者は女性です

〇　暴力は、決して容認されるものではありません。 子どもの目の前で行われる DV は、 
子どもにも深刻な影響を及ぼします

★もし、あなたがＤＶを受けたと思い当たることがあったら
　　　一人で悩まずに、まず、相談してみてください。

★もし、身近な人がＤＶを受けていたら
　（受けているのではないかと心配されたら）
　　　「あなたは悪くない」こと、
　　相談できる窓口があることなどを伝えてください。



【配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数※1　及び警察におけるＤＶ事案の認知件数※2（福岡県）】

ＤＶ被害を受けた人のうち相談した人の割合

　　　※1（年度） 福岡県男女共同参画推進課調べ
　　　※2（年） 福岡県警調べ（配偶者からの身体に対する暴力又は生命等に対する脅迫を受けた被害者の相談等を受理した件数）
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配偶者暴力相談支援センター 警察

ＤＶの相談件数
県内の配偶者暴力相談支援センターで受けたＤＶ相談の件数は、依然として 2,000 件を超えています。 

また、警察でのＤＶ事案の認知件数は、増加傾向にあり、ＤＶは未だ深刻な社会問題となっています。

ＤＶによる被害経験
ＤＶは誰にでも起こりうるものです。配偶者や交際相手からＤＶを受けた経験がある女性は、27.1％、

男性も１割を超える 12.7％となっています。 

相談した 無回答どこ（だれ）にも
相談しなかった

女　性
（N＝310）

男　性
（N＝109）

0% 25% 50% 75% 100%

34.2 59.7 6.1

24.8 67.0 8.3

あった
27.1％

女性（N＝1,442）
あった
12.7％

男性（N＝860）

※身体的、精神的、性的暴力のいずれか
　の暴力を一つでも受けたことが　「1・2
　度あった」　「何度もあった」の合計

そのうち

※令和元年度「福岡県男女共同参画社会に向けての意識調査」から

女　性（N＝185）

男　性（N＝73）

0 35 70 （%）

【回答はいくつでも】

相談するほどのことではないと思ったから 37.8
61.6

相談してもむだだと思ったから 31.4
30.1

自分にも悪いところがあると思ったから 24.9
38.4

自分さえがまんすれば、なんとか
このままやっていけると思ったから

29.2
23.3

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 23.2
20.5

子どものためにがまんする
しかないと思ったから

19.5
13.7

他人を巻き込みたくなかったから 9.2
21.9

どこ（だれ）に相談してよいのか
わからなかったから

7.6
16.4

ＤＶ被害の経験

相談の有無

ＤＶを相談しなかった理由（主なもの）

ＤＶをめぐる福岡県の現状



【ＤＶだと思うもの・抜粋】

※令和元年度「福岡県男女共同参画社会に向けての意識調査」から

※令和元年度「福岡県男女共同参画社会に向けての意識調査」から

※厚生労働省、福岡県児童家庭課調べ

暴力と認識される行為
ＤＶには、身体的暴力のみでなく、人格を否定するような暴言などの精神的暴力や、性的暴力など、様々

なものがあります。

デートＤＶの認知
デートＤＶ（交際相手からの暴力）の認知について、「言葉も、その内容も知っている」割合が、女性は

37.0%、男性は 29.8% となっています。

児童虐待相談対応件数の推移
県内の児童相談所における児童虐待相談対応件数は年々増加しています。これは、県民や関係機関の児童

虐待に対する意識が高まったこと、また、保護者が子どもの前で配偶者に暴力をふるう、いわゆる「面前ＤＶ」
の事案について、 警察からの通告が増加したことによるものです。

どんな場合でも
暴力にあたる

無回答

暴力にあたる場合も
そうでない場合もある

暴力にはあたらない

女　性
（N＝1,142）
男　性

（N＝860）

0% 25% 50% 75% 100%

59.9 34.5 2.1 3.5

60.1 34.0 4.21.7

女　性
（N＝1,142）
男　性
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素手でたたく
　

身体を傷つける
可能性のある
ものでなぐる

　

「誰のおかげで生活
できるんだ」などと、
人格を否定する
ような暴言を吐く

　
相手がいやがって
いるのに性的な
行為を強要する

女　性
（N＝1,142）
男　性

（N＝860）

79.5 15.6
2.1

2.8

69.0 23.3 4.43.4

女　性
（N＝1,142）
男　性

（N＝860）

88.4 7.1
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全　体
（N＝2,005）

言葉も、その
内容も知って
いる

言葉があることを
知らなかった

無回答言葉があることは
知っているが、
内容はよく知らない

女　性
（N＝1,142）

男　性
（N＝860）

0% 25% 50% 75% 100%

33.8 27.6 32.6 6.0

37.0 25.8 31.7 5.5

29.8 29.9 33.7 6.6 【若年層（18 歳〜29 歳）の場合】

全　体
（N＝194）

言葉も、その
内容も知って
いる

言葉があることを
知らなかった

無回答言葉があることは
知っているが、
内容はよく知らない

女　性
（N＝118）

男　性
（N＝76）
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【デートＤＶの認知（全体）】

【児童虐待相談対応件数】



ＤＶ防止及び被害者の適切な支援を図るため、5 つの柱のもと、取組みを進めます

柱２　誰もが安心して相談できる体制の充実

施策の方向
（1）　相談体制の充実

ア　配偶者暴力相談支援センター等の充実と連携強化
イ　若年女性への相談対応の充実
ウ　市町村の体制強化の促進
エ　職務関係者の相談・援助技術の向上

（2）　外国人、障がいのある人、高齢者、 性的少数者
　への適切な対応

ア　外国人等からの相談への対応
イ　障がいのある人、高齢者からの相談への対応
ウ　性的少数者からの相談への対応

★　被害者が相談しやすいよう、 身
近な相談体制の一層の充実が必要
です。

　　様々な困難を抱える若年女性、
男性、性的少数者、 外国人、障が
いのある人、高齢者など、被害者
の 状 況 も 多 様 化 し て い る た め、
それぞれの状況に配慮した相談対
応が必要です。

柱３　ＤＶ被害者の保護体制の充実と安全確保

施策の方向
（1）　一時保護体制の充実

ア　被害者の状況に応じた一時保護
イ　被害者の心理的ケアの充実

（2）　同伴家族に対するケアと支援
ア　児童相談所等との連携
イ　同伴する子どもの心理的ケアの充実

（3）　被害者の安全確保
ア　警察による被害の防止
イ　保護命令の通知を受けた場合の対応

★　不安を抱えている被害者に対
して安全で迅速な一時保護を行
い、そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ て 対
応 で き る よ う、保 護 体 制 の 充 実
を行っていく必要があります。

　　ＤＶと児童虐待が同時に起き
て い る こ と も あ る た め、ＤＶ対
応と児童虐待対応の連携強化が
必要です。

柱１　ＤＶ根絶のための啓発・教育の推進

施策の方向
（1）　人権を尊重し、暴力を容認しない意識の醸成

ア　人権教育・啓発の推進
イ　ＤＶに関する正しい理解の促進
ウ　ＤＶが子どもに及ぼす影響への理解の促進
エ　若年層に対する啓発の推進

（2）　被害の早期発見、深刻化の防止
　ア　相談窓口の周知

イ　被害の早期発見及び適切な対応の確保
ウ　加害者への効果的な取組みの検討

★　ＤＶを防止するには、いかなる
　場合にも暴力は認めない、個人の
　尊厳や人権を尊重するという意識
　の醸成を図る社会全体の取組みが
　必要です。被害の早期発見を図り、
　重大になる前に防止する必要があ
　ります。

※11 月の「女性に対する暴力をなくす運動」 期間に、街頭啓発を実施

施策の方向



柱４　被害者の自立のための支援

施策の方向
（1）　住宅の確保支援

ア　公営住宅への入居支援
イ　民間住宅への入居支援

（2）　生活の安定に向けた支援
　ア　就業の支援

イ　婦人保護施設等における自立支援
ウ　福祉制度の活用
エ　民間団体と連携した継続支援

（3）　被害者情報の保護と各種手続きの支援
　ア　適正な情報の管理

イ　司法手続きに関する情報提供

★　被害者が心身を回復させ、自立
　して新たに生活を始めるため、住
　宅の確保、経済的自立など、生活
　基盤の確保に向けた様々な支援の
　充実が必要です。
　　また、被害者の個人情報保護の
　徹底が必要です。

柱５　関係団体との連携

施策の方向
（1）　連絡会議等の開催

ア　中央ネット・ブロック会議等の効果的運営
イ　相談機関のネットワーク強化

（2）　市町村との連携
　ア　市町村基本計画の推進支援等

（3）　民間団体との連携
　ア　NPO 等との協働事業の実施

イ　民間団体の活動支援

（4）　苦情への適切な対応
　ア　苦情への適切な対応のための体制確保

★　 ＤＶ防止及び被害者の保護や自
　立支援を一層効果的に進めるに
　は、関係機関とのさらなる連携が 
　重要です。市町村や民間団体にお
　ける取組みの支援も必要です。

パープルリボン
パープルリボン運動は、女性に対す
るあらゆる暴力の根絶に向けた国際
運動です。

この計画においては、重要な施策について、目標となる数値を項目ごとに「成果指標」
として設定しています。今後 5 年間、県が施策を推進した結果、各項目の数値がそ
れぞれ目標値にどれだけ近づいたか、進捗管理を行い、計画の実効性を高めます。

成果指標について

 成果指標 現状値 目標値

若年層のデートＤＶに対する認識度
  デートＤＶ（交際相手からの暴力）について「言葉も、その内容も 50.0% 75%
  知っている」とする県民（18 歳〜29 歳）の割合 (R1)

ＤＶ相談窓口についての周知度
  ＤＶについて相談する窓口があることを「知っている」とする県民 74.7% 90%
  の割合  (R1)

被害者支援に関する庁内連絡会議を設置した 43 団体 60 団体市町村の数  (R1)



相談窓口　〜ひとりで悩まず相談を〜

福岡県行政資料

分類記号
HA

所属コード
5200408

登録番号
0006

登録年度
2

総合相談窓口
■　福岡県あすばる相談ホットライン ０９２−５８４−１２６６
　　［受付時間］9:00〜17:00　金（祝日除く）のみ 18:00〜20:30 も可　　※8 月 13 〜 15 日・年末年始を除く

夜間・休日の相談窓口
■　福岡県配偶者からの暴力相談電話 ０９２−６６３−８７２４
　　［受付時間］月〜金／ 17:00〜24:00　土・日・祝／ 9:00〜24:00　　※年末年始を除く

専用相談窓口
■　男性 DV 被害者のための相談ホットライン ０９２−５７１−１４６２
　　［受付時間］水・木／ 17:00〜20:00　金／ 12:00〜16:00　　※祝日・年末年始を除く

■　LGBT の方の DV 被害者相談ホットライン ０８０−２７０１−５４６１
　　［受付時間］第 2 火曜／ 12:00〜16:00　第 4 火曜／ 17:00〜20:00　　※祝日・年末年始を除く

■　性暴力被害者支援センター・ふくおか ０９２−４０９−８１００
　　［受付時間］24 時間 365 日（年中無休）

児童虐待の通告・相談を受け付けています。お住まいの地域の児童相談所につながります。
※24 時間 365 日受付、通話料無料

児童相談所虐待対応ダイヤル 「１８９」（いち・はや・く）

配偶者暴力相談支援センター　お住まいの地区にお掛けください
■　各地区の配偶者暴力相談支援センター
　　［受付時間］月〜金／ 8:30〜17:15　　※祝日・年末年始を除く
　　〇　筑紫 ０９２−５８４−００５２
　　〇　粕屋 ０９２−９３９−０５１１
　　〇　糸島 ０９２−３２３−００６１
　　〇　宗像・遠賀 ０９３−２０１−２８２０ ０９４０−３７−２８８０
　　〇　嘉穂・鞍手 ０９４９−２２−４０７０ ０９４８−２９−００７１
　　〇　田川 ０９４７−４２−４８５０
　　〇　北筑後 ０９４２−３４−８１１１ ０９４６−２４−５７８０
　　〇　南筑後 ０９４３−２３−７５２０ ０９４４−７３−３２００
　　〇　京築 ０９３０−２３−２４６０

■　北九州市配偶者暴力相談支援センター ０９３−５９１−１１２６
　　［受付時間］火〜金／ 9:30〜20:00　土・日／ 9:30〜17:00　　※祝日・年末年始を除く

■　福岡市配偶者暴力相談支援センター ０９２−７１１−７０３０
　　［受付時間］月・水・木・金／ 10:00〜17:00　火／ 10:00〜20:00　　※祝日・年末年始を除く

福岡県人づくり・県民生活部男女共同参画推進課
〒812-8577　福岡市博多区東公園 7-7
TEL　092-643-3409　　FAX　092-643-3392
E-mail　danjo@pref.fukuoka.lg.jp

令和 3年 3月発行

秘密厳守・相談無料
※緊急の場合は、110番へ


